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修士論文要旨
　「五穀、五畜、五果、五菜、用之充飢則謂食、以其療病則
謂之藥」として中国の『黄帝内経』に著されているように、
「食」が「薬」に通底する「薬食同源」＝「医食同源」の思
想は古くから確立し、その文化概念は「医食文化」として
研究されている。しかし、柳田國男が提示したモノモライ
の慣習のように、信仰観が強く作用することによって、特
定の食物が治療あるいは厄払いに用いられる象徴的な処方
もある。食物を媒介として病除無災を祈る行為には、民間
信仰が重要な基軸としてある。とすれば、医食文化を研究
するとき、食物の背景にある信仰も含めて考えなければな
らない。本研究は「医食信同源」の視座に立って食文化を
考察していくものである。そのさい、薬草であるヨモギと
ハレ食とされる餅の複合から生み出された草餅を研究対象
に、歴史的成り立ちや変容を追い、「医」と「食」の結びつ
きや信仰の働きを解明し、さらに文化の構造を捉え、医食
文化学の基礎研究を試みる。
　第１章では、「草」であるヨモギの、薬草や山菜としての
利用や、それにまつわる民間信仰を考察する。ヨモギは、少
なくとも2500年あまりの薬用の歴史があり、日本において
は平安期からの本草書にほぼ記述されているが、現代日本
語の「蓬」という当て字は誤用で、本来は「艾」や「艾葉」
であった。古代本草書に記録されたヨモギの止血、下痢止
め、安胎などの効用は現在にいたっても活用されている。ま
た、薬草とされてきただけではなく、ヨモギは春の山菜と
して食用とされてきた記録もある。さらにヨモギは、生活
経験を活かした民間薬はもとより、五月節供や神話伝承に
おいては「厄除け」の道具としても使われていた。
　第２章では、餅と日本文化とのかかわりについて論じる。
餅はさまざまな変形で年中でまわり、日本人にとって最も
馴染み深いハレ食であった。そして「餅」をモチに当てる
のは漢字の誤訳だという一説について、中国訓古学の資料
をもって再考した。また餅の背景である稲作について、縄
文晩期に伝来したイネはモチイネだった可能性も提示した。
稲作の定着と緊密な関係をもつ餅は、『豊後風土記』にも登
場し、神聖性を帯び、日本的神霊観を表している。また餅
は神聖な日の祝いとしても不浄の日の厄除けとしても活躍
する一体両面の特性から、餅による神人共食は餅を媒介し
て神の力を得るのが本義であることを指摘した。
　第３章では、三月三日の変遷とともに草餅が信仰的変容
をとげた経緯について述べた。日本における三月三日は中
国上巳の曲水宴に倣って推古天皇朝ごろから行われるよう
になったが、院政以降は上巳祓に変えられた。中国上巳は
水辺の祓いが真意で、日本の上巳祓もその特徴を受け継ぎ、
やがて流し雛へと発展した。草餅は本来中国上巳の食品で
祓除の意味も含まれたが、日本に伝来した当初はハハコグ
サが使われていた。延暦23年（804）の『皇大神宮儀式帳』
は草餅の日本文献における初出で、『文徳実録』における嘉
祥３年（850）の記録からは、仁明天皇の母子がなくなると
いう凶事が起こったため、ハハコグサは次第に使われなく
なったとある。室町期にヨモギの草餅がハハコグサの草餅
を取り替えた。その成立について筆者は中国ルーツと日本
ルーツの可能性が両方あると分析し、代用した理由として
同じ薬草であり、女性に親しみのある植物であったことを
指摘した。豊穣を象徴するハレ食である餅と複合して成立
した草餅は、三月三日節供の祓除の本義に倣い、薬草とし
ての性格をもちながらも、精神的な信仰を兼備して両方が
統一されたことがわかった。だが、江戸期に入り、水辺祓
除用流し雛が商業の隆盛とともに工芸化され、次第に装飾
用雛へと変化を遂げ、三月三日の本義も「祓除」から「祝
賀」に切り替えられたため、厄除けの意味だった草餅も、よ
り装飾性が高い菱餅に変えられ、現在の形にいたった。
　終章では、筆者が調査した３ヶ所のフィールド調査の事
例を紹介し、現代日本における草餅つきの様態を提示する。
栃木県のとちぎ花センターでは、草餅つきがイベント化し
て行われるようになった。東京都足立区平野住区センター
では、子どもたちに伝統を伝えることを目的としている。埼
玉県秩父大滝では旧来の民間行事を踏襲して４月３日（旧
暦三月三日）、またはヨモギの芽が出た季節に、草餅を家ご
とについているという。
　本研究においては、草餅の医食文化における表象の変化
の背後に、水面下にあった信仰性や思想をはじめとした多
様な文脈上の変容があったことをあきらかにした。草餅は
かつては日本人の信仰観がとくに強く込められていたが、
現代においてはそれも希薄化した。現代社会において医食
という観点から伝統食の文化を知り、その伝統知を守って
いくことの重要性を改めて強調したい。
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